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貸借対照表アプローチとその性格（上）
鈴木 嘉
（1）
　貸借対照表アプローチ（balance　sheet　approach）は，アメリカの大部分
の簿記書に用いられている（1），複式簿記のしくみの解説法であり，1910年代
以降広く行なわれている手法である（2）。簿記の構造を解き明かすに当り，ま
ず貸借対照表の認識からはじまり，そのうえで，記録計算の対象は貸借対照
表の内容事項の変化の過程であり，そのゴールは期末に作る貸借対照表であ
る，というようにレクチュアを進める。取りつきの場では，貸借対照表が財
産と資本，あるいは資産と負債，資本により構成されることを知覚し，これ
ら構成項目の変化を取引となし，その記録と計算に立入って行くアプローチ
法であって，その具体的プロセスは，簿記を知っている人の大方が知悉して
いることである。
　貸借対照表アプローチは，リトルトン（A．C．Littleton）のいう“初歩会
計へのアプローチ諸法（approaches　to　elementary　accounting）（3）”のひとつ
とされているものであり，“初歩会計へのアプローチ諸法”とは，日本流に
は“簿記のしくみの解明法”と言い換えられるであろう。ただ現実には，解
説・教示の手法面だけが着目され，ただ単に会計教授法上の問題としてのみ
扱われがちである。しかし，その底に存在する理論とめ関連から考えた場合
には，軽視し得ないことがらを含んでいると考えられる。すなわち，その理
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論は，簿記だけにしか通用しない特殊な理くつであってはならないし，その
論理は簡潔に首尾一貫して，しかも普遍的な説得力がなければならないであ
ろう。また，簿記以外の会計諸理論と矛盾することなく，簿記原理の修得の
後，それらへの展開を円滑にし得るという条件も備えなければならないと思
われる。
　簿記のしくみの解明は，ドイツ語圏に於ける学問としては勘定理論
（Kontentheorien）の形で展開されるが，アメリカに於ては勘定理論という
学問分野は成立しなかった。しかし，学問が実際問題に密着する傾向を持つ
だけに，勘定理論と軌を一にする思考は，ケーファー（K．Kafer）が指摘
するように一後述r簿記の解説に関する教授上の問題を通して考察するこ
とが可能である。“初歩会計へのアプローヂ’の態度からその理論的側面を
把握できるのであり，その視点より，現在，最も多く行われている貸借対照
表アプローチは目を注がれなければならぬことと考えられるのである。
　わが国では，ハットフィールド（H．R．Hatfield）の『近代会計学』（Modem
Accounting，1909）のなかの簿記理論が，大正初期にいち早く取り入れられ，
大勢を占めて定着し（4），今日に到っている。ハットフィールドの簿記のしく
みの解明・説示の方法は，スプレーグ（C．E．Sprague）とドイッのシェー
ア（J．F．Schar）の理論を祖述した（5）貸借対照表アプローチであり，わが国
の企業会計の理論形成に大きく作用したと考えられる。また，後述する如く，
貸借対照表アプローチはイギリスの学者からも関心が寄せられており，アメ
リカに限らず広い関わりを持つものと見ることができる。
　以上のように目を巡らすと，貸借対照表アプローチは単なる簿記解説上の
問題という顔を持ちながら，その内面に，それなりの理論性を秘めており，
会計の理論の生成発展と現代の会計の基礎構造に関わる理論の性格を考える
上で，相応の意味を持つ存在と考えられるのである（6）。以下，貸借対照表ア
プローチについて，その内容に立入り，また，できるならば会計の理論の発
展過程に占める位置を求めながら，若干の整理を施して見たい。（7）
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（1）　cf．」．G．C．Jackson，”The　Hlstorry　of　Methods　of　Exposltion　of　Double－entry　Book－
　keepmg　m　England”，　（m　A．C．Littleton　and　B．S．Yamey　edited，S伽4乞6s”乞翫6
　伍s渉・η4肋・雌伽81956）P．306
（2）　cf．A．C．Llttleton，”A　Cost　Approach　to　Elementary　Bookkeeping”，Tん6／406錫窺一
　瓢81～o脚伽，March1934，p．33
（3）　cf．A．C．Littleton，E3sの7s㎝。4000π班伽の㌧1961，p．567
（4）　黒沢　清『日本会計学発展史序説』昭和57年，34頁　参照
（5）　cf．H．R．Hatfleld，Mo4θ㎜、4660％所伽81916，P．vl1，p．1
（6）貸借対照表アプローチに関心が寄せられた最近の著作として
　　渡辺和夫『リトルトン会計思想の歴史的展開』，平成4年
　　中野常男『会計理論生成史』，1992年
　がある。
（7）本稿は，筆者がさきにアメリカに於ける勘定理論に相当するものを探った小稿「ア
　メリカに於ける勘定理論」，　『商学論集』（福島大学）第38巻第4号，1970年4月，
　と相互に関連する部分を含み，結果的に資料の不備と言及の不充分さを補い合えれば
　幸いである。
（π）
　まず，貸借対照表アプローチが現われるまでの変遷のあらすじを眺めて見
たいQ
　複式簿記のはじめての著作，いわゆる『スムマ』が出版されたのは，活版
印刷による刊行が始まって間もなくの時である（8）。複式簿記については，修
得を望む人に向けて出版された著作が早い時期からあったわけである。また，
イタリアから漸次ヨーロッパ諸国に，さらにアメリカに伝えられて，それぞ
れに著作・出版があったこともよく知れらている。会計の歴史をたどるに当
り，商人及至は企業の帳簿が残されて公開されている例が少ないこともあっ
て，史料としては，文献に頼らなければならぬ場合が多い。従って簿記の文
献を通しての会計史研究が多くなされており，それと共に，これら文献に展
開されている，複式簿記のしくみの解明の態様についても，相応に考察が行
なわれている。
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　もともと，“風変わりな（singular）（9）”なメカニズムであり，理解するま
でに或る程度の難しさを伴い，場合によっては「秘法」（mysteries）（10）と解
されることもあった複式簿記である。その著作物は，はじめの頃には，単な
る祖述もあったであろうし（”），その時代の一般の学問の状況の影響をうけて，
また，著者の持つ，それなりの，セオリーを映し出したりしながら，それぞ
れのアプローチが工夫されて展開されたと見られている（121。その中心事項は
「勘定の借方，貸方への記入を如何にして知るか，及至は，如何に仕訳する
か（13）」であった。その修得の手だてとして，暗諦にたよる規則の強制（14）や
，法則を韻文（versification）につづる‘15）方法，特に勘定の擬人化（personifica－
tion　of　accounts）による方法（16）などが行われて来た。擬人法による教示は，
勘定の左側，右側の名称である借方，貸方に因み，人名勘定以外の物的な勘
定をもすべて“人”に置き換え，それぞれへの“借り”，“貸し”を軸にし
て記入原則を立てる手法である。そして，これらの諸方法は，進歩を遂げつ
つあった他の領域の学問にくらべれば，独特な色あいを保ちながら，余り代
り映えもせずに19世紀に到ったとされている（17）。しかし，19世紀にもなれば，
簿記独特のアプローチー特に擬人法に見られるような一は学問的不自然さが
目立ち，理くつの面での改良の必要が痛感され，それは特に簿記の教師，著
作者たちに顕著であったと見られる。
　伝統的方法に見られる理論の希薄さを克服しようとする努力が何人かの著
者たちによって積み重ねられた（18）。それら先覚者のうち，ヨーロッパに於
てヒュックリ（F．mgli）とシェーアの物的勘定理論が生まれた世紀転換期
に，アメリカのスプレーグが，貸借対照表を場にして，数学的思考にもとづ
く均衡関係を明示し，擬人法に見られるような人的要素を全く持たない理論
を作りあげた。因習的な「簿記に於ける形式主義と暗記原則の覇絆からの開
放（19）」であり，理論面から見れば近代理論のさきがけである「資本主主体理
論（20）」の生成であり，また，簿記のしくみの説明のかたちから見れば貸借対
照表アプローチのはじまりとなるのである。
　貸借対照表アプローチの呼称に関しては，簿記の修得の取りつきに際して，
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どの帳表が重要と考えられて来たかに注目することによって明らかになる。
まず，取引に即していかに仕訳帳に記入するかを第一に考える方法が行なわ
れたのであり，レクチュアの場は仕訳帳である。次いで，どの勘定のどちら
側に記入するかを知ることを第一に考え，その習熟があってのちに仕訳を考
えるというやり方が行なわれた。レクチュアの取りつきの場は元帳である。
それにより，前者が仕訳帳アプローチと呼ばれ，後者は元帳アプローチであ
る。貸借対照表アプローチは，前述の通り，貸借対照表内容事項の変化の記
録計算過程を簿記と知覚することから始まるのであり，レクチュアの取りつ
きは貸借対照表で行なわれる。アプローチの取りつきの場とした帳表の面か
ら見れば以上の3つが考えられ，発展の過程もほぼ上述の順序をたどったも
のとされている（21♪。
（8）　グーテンベルグの印刷術ができたのは1450年頃といわれ，ルカ・パチオリの『スム
　マ』の出版は1494年である．
（9）KKafer，Th鰐げ且66・傭s惚D副6－E吻B・・惚ゆ81966，P・2
（10）　A．C．Littゴeton，Aoooπ欝伽g　E”01協‘伽‘01900，1933，p。56
（11）　祖述による出版については，
　　片岡義雄『パチョーリ　「簿記論」の研究』増訂版，昭和35年，18－42頁参照。
（12）　cf．J．G。C。Jackson，op．clt。，p。288
（13）ibid．，P．288
（14）　cf．A．C．Littleton，op．cit。，p．51
（15）　cf．J．G。C。Jackson，op．cit。，pp。291－292
（16）　cf。ibi（1．，pp．295－302，A．C．Littleton，op，cltり　pp。53－61
（17）　cf．A．C。Littleton，op．cit。，p．56
（18）cf．1bid。，P。365
（19）1bid．，P．101
　　片野一郎訳『会計発達史』，165頁
（20）　cf．A．C．Littleton，op。cit，，pp。184－191
（21）　後述（次節）
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（皿）
　つづいて，貸借対照表アプローチをめぐる諸見解に目を拡げて見たい。
　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　「簿記のしくみの解明法」に理論面から着目し，ただ単なる解説上の問題
と軽視することなく，それを通して，底にある会計思考を把握する態度をとっ
た学者として，アメリカのルトルトン（A．C．Littleton）が第一に挙げられ
なければならないであろう。彼の『会計発達史』（。4600％彫伽8．飾oJ漉o％渉0
1900，1933）に展開される諸考察のなかの相応の部分を占めるものとして，
上述のような態度を把握することが可能であり，それがひとつの筋として存
在することをあきらかに見出し得るのである。
　すなわち，前半における「取引の分解」（第4章）では，貧弱あるいは未
熟な考えとしながら，暗記原則や擬人法とそれによる強制，反覆に頼るレク
チュアについての検討，　「元帳の変遷」　（第7章）においては，勘定につい
て，人的概念（personification　concept）から統計的概念（statistical　concept〉
への転化が，会計の発展過程に於ける大きなできごとであるという評価（22）
を見ることができるし，後半に於ける「会計理論における資本主主体説」
（第11章）と「会計理論における企業主体説」（第12章〉では，特にこの考
察態度を判然と読みとることができる。両章は19世紀と20世紀はじめまでに
書かれた文献が対象であるが，それまでの因習を排して，理論を求めて解説
しようとした著作者達の努力が称揚されている。とりわけ，イギリスのクロ
ンヘルム（F。W。Cronhelm），アメリカのジョーンズ（T．Jones），フォル
ソム（E．G．Folsom）などの新しい理論の試みを経てのちの，数式表現であ
きらかにした，複式簿記の均衡関係（equation）によるスプレーグのアフ。ロー
チを大きく評価し，近代理論の先駆者的理論たる資本主主体理論の生成とし
て取り上げている。
　リトルトンは，19世紀に簿記が会計に進化したとの見解を説くが（23），その
19世紀に於ける簿記著者たちの「良く教えんとする教育者的本能（24）」にもと
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づいて「簿記に内潜する理論を抽出〔25）」しようとした努力を，理論面から評
価し，複式簿記の創始期の人々の努力とならべて，「光ははじめ15世紀に，
次いで19世紀に射したのである（26）。」と，この大著をしめ括つて居る（22章）。
「簿記のしくみの解明・教示」の態度の変遷の中に理論の生成発展を探った
考察が，ひとつの筋として通っていると見ることができるのである。
　そして，アプローチ法の面から見て，スプレーグの数学的均衡関係をもと
にした解明を貸借対照表アプローチのはじまりと，リトルトンは，位置づけ
るのである（27）。すなわち，理論の生成発展の歴史的考察とは別に，『会計発
達史』著作の前後にわたる時期に，方法的側面つまり簿記解説の教授法上の
問題をとりあげた一連の論文（28）を公にしている。それら論文のうち「初歩
簿記へ（29）の原価アプローチ」（A　Cost　Approach　to　Elementary　Bookkeep
ing（30），丁舵・4060雌伽8R顔o脇1931）の冒頭に20世紀初頭までの解説法が
簡約されて述べられており，
　　1．仕訳帳アプローチ（joumal　approach）
　　2．元帳アプローチ（ledger　approach）
と変遷し，次いで，現在の
　　3．貸借対照表アプローチ（balance－sheet　approach）
に到っているとされる（3’）。解説の取りつきに用いられる帳表の側面からの考
察がなされているのである。
　仕訳帳アプローチについては，「学習者は，ぶっつけに取引を仕訳するこ
とから手ほどきされ，その際の取引の分解（analysis）の基礎は“借方は受
けたこと，貸方は提供したこと”というような簡単で大ざっぱなルール
（simple　rules　of　thumb）である。あるいは模範例として借方と貸方への記
入のため，取引例の長大なリストがあたえられる。何れも思考の過程を伴わ
ないものである。………教え方は型と例（precept　and　example）による教
え方以外の何ものでもない（32）」と述べられている。
　また，元帳アプローチについては「19世紀中葉より，取引を借方，貸方に
分析することの予備手続として，元帳の勘定に，直接的に関心が寄せられる
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ようになった。通常的な諸勘定の目的とプラス，マイナスによる性格づけが
基盤となる方法である。」つまり，「学習者は“諸区分（classes）すなわち
勘定一それは取引をその借方，貸方要素に分解して収容するものであるとい
うこと一を知覚してのちに仕訳に取り組むという行き方である133〉。」と説明さ
れている。
　以上のふたつの後に，貸借対照表アプローチが来るのであるが，それは，
前二者のような，「取引手続の反覆とか，個々の勘定の性格の解説から学習
をはじめるのと異なって，会計の目的と効用，そして営業の管理と財諮諸表
（傍点，筆者）との関連のあらましを認識し，この認識のうえに立って，営
業の各局面のできごととして，取引を把握する。これにもとづけば，元帳の
勘定は，取引によって引き起こされるところの，当初の財務諸表の中に起る
“変化（changes）”を，分割格納する区割として把握されるのである。その
つぎに仕訳が説かれ，それは財務表を変化させる事項の整理の過程であり，
元帳に於ける分類を確実に行なうための手続きにすぎない（34ナ。」とされる。
従って，「簿記の到達結果（end－result）からはじめて，遡って行く方法で
ある（35）。」とも述べ，仕訳の修得，ついで元帳の勘定への記入，最後に財務
諸表へとレクチュアが進められる従来の方法一それは暗諦や反覆の強制を伴
う方法であるが一とは逆の順序で進められる方法であることを説いている。
また，別の表現では，「初心者に手（hands）でおぼえさせるのではなくて，
智能（mind）で修得させることを期しているのであり，如何に行なえばよ
いかを教えるのではなくて，如何に考えるかについて導く方法である（36）。」
とも述べている。リトルトンの貸借対照表アプローチに対する見解の中核に
あたるものを見ることができる。
　なお，リトルトンは，この「貸借対照表アプローチは，簿記の基本構造に
ついての均衡関係による表現（equation　presentation）から成長したもので
あり，……………1880年と1907年に，スプレーグによって形づくられた（37）。」
こともつけ加えている。
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　　　　　　　　　　　　　　（2）
　ところで，貸借対照表アプローチはアメリカ以外の人々にも，理論との関
わりをもって，注目されている。そのひとつとして，リトルトンとほぼ同じ
見解を持つイギリスのジャクスン（J．G．C．Jackson）が知られている。
　彼の論文「英国に於ける複式簿記説明法の歴史」（The　History　of　Methods
ofExposition　ofDouble－entry　Book－keepmg　in　England，1956）はオール
ドカッスル（H．Oldcastle）の著作（1543）以来19世紀までの数多いイギリ
ス簿記書にある豊富な具体例を対象として，簿記のしくみの解説の変遷を検
討し整理したものである。
　このなかでジャクスンは，まず初期の，暗諦と反復の強制を前提とした規
則（rules）や，韻文法（versification）による例などを示した（38）のち，
　①勘定の擬人化（The　Personification　of　Accounts）（39ノ
　②仕訳帳アプローチと元帳アプローチ（The　Joumal　Approach　v。The
　　Ledger　Approach）（40ナ
　③所有主勘定理論（The　Ownership　Theory　of　Accounts）（4’）
の順に解明している幽。
　第3の所有主理論については，早くもスティーブンズ（H．Stephens）の
著作（1735年）にあらわれるが，フルトン（」．W．Fulton〉の著作（1800年）
を経て，クロンヘルムによって確かな数学的思考にもとづく理論につくりあ
げられたとされている。●
　なお，クロンヘルムの所有主理論は，アメリカで，フォスター（B．F．Fost－
er）によって祖述される。同じ時期に，同様の数学的思考がジョーンズにも
見られ，そののちにスプレーグの資本主主体理論が生まれることが，リトル
トンによって指摘されていることは前述した（43〉。
　ジャクスンは，所有主勘定理論が，説明法としては「貸借対照表アプロー
チ及至は貸借対照表等式アプローチ（”bal＆nce　sheet　equation”approach）
を包含する圓」ものであると述べており，貸借対照表アプローチが，スプレー
グの資本主主体理論（proprietorship　theory）にもとづく等式表現にはじま
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るとする，リトルトンの見解と方向を同じくするものであること，所有主勘
定理論と貸借対照表アプローチは重なり合う性質のものであることを示して
いる。
　なお，ジャクスンはこの所有主勘定理論についての説示をクロンヘルムの
もので止め，これに関連して次のようにつけ加えている。「この非常にはっ
きりした特長を持つ，非人的，数学的アプローチ，それはアメリカといくつ
かのヨーロッパの国に於いて主要な位置を占める説明法となったが，20世紀
のイギリスの簿記テキストには，1949年まで用いられることはなかった（45）。」
とし，イギリスに於ける貸借対照表アプローチの状況を述べている。
　また，これを受けたと思われる，同様の叙述を同じイギリスのエドワーズ
（J．R．Edwards）の『財務会計の歴史』（。4研s護oηヴF伽伽6弼，4660％初伽g，
1989）にも見ることができる。すなわち，「更に驚くべきことは，明瞭で簡
潔なクロムヘルムの発見（discoveries）は130年以上冬眠状態のままに置か
れた。わが国の教師達が…・…・…・，貸借対照表アプローチを使いはじめたの
は1950年になってからである（46）。」
　クロンヘルムのきわめて優れた先見がありながら，簿記のしくみの解説，
教示の方法としては，20世紀半ばまで，陽の当る場所に据えられなかった事
実は，イギリスの企業会計の理論の側面及至は傾向を示すものとして，検討
されるべき余地を残すものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　簿記のしくみの理論的解明が勘定理論として展開されたドイッ語圏の会計
学者ケーファー（K．Kafer）がアメリカに招かれて滞在し，英文で刊行し
た「複式簿記の理論」（Tんωηげ孟・6砺％渉s伽Z）錫δ」召一Eπ砂Boo惚o伽81966）
がある。ヨーロッパに於ける勘定理論にアメリカの人々のものをも加えて書
かれている著作であり，重い意味を持つものと思われる。
　そのはじめの部分で，ケーファーは「会計学（Accountancy）の或る部分
を占める勘定理論（theories　of　accounts）は，複式簿記の風変わりなメカニ
ズム，特に数種類にわかれた勘定の真実な性格とそれらの機能的そして因果
一28一
的な関係を追及しようとするものである（47）」と説き，そして「現在のアメリ
カでは，会計の理論家たちに大きな関心を持たれていない（48）」とし，『アカ
ウンティング・レビュウ』その他の雑誌では，せいぜい，“教師の臨床講義
（Teacher’s　Clinic）（49）”の問題と軽く扱われている，という見解を示してい
る。しかし，非常に価値ある例外として，リトルトン，ペラガロ（E．
Peragallo），スプレーグ，ハットフィールド，ペイトン（W．A．Paton）な
どの著作をあげ，勘定理論として，近頃のものより多い内容を持っている（50）
ことを指摘している。
　もともと，ケーファーは「勘定理論はふたつの目的を持ち，第一に簿記を
学ぶ者に，第二には実務家に対して，いくつかに分かれている複記入のルー
ルに合理的正当性を与えようとする意図から始まった（51ナ。」としている。第
一の主旨に導かれる分野が，アメリカでは，「教師の臨床講義」的なものと
重なり合うわけであり，リトルトンの「初歩会計へのアプローチ諸法」に当
るものと，読み取ることができるであろう。
　従ってケーファーにも，複式簿記のしくみの解明・教示の態度を通じてア
メリカに於ける会計の理論家たちの勘定理論を検討し，それらをヨーロッパ
の理論家達の勘定理論と共に考察の対象として居る姿勢を見ることができる
であろう。いろいろの形の勘定理論の態様とその関係を見るうえで意味をも
つ存在であることはいうまでもない。
　ただ，貸借対照表アプローチそのものについては，小さな言及を見出すこ
とができるだけである。すなわち，ル・クートル（Le　Coutre，W．），ミュ
ンスターマン（M丘nstermann，H．）より引用した語句でもって「勘定のバ
ランスシート・アプローチ理論」（the”balance－sheet－approach　theory　of
accounts”）について言及がなされ，複式簿記を「開始貸借対照表のシスティ
マティックな継続」　（”a　systematic　continuation　of　the　opening　balance
sheet”）（52）（傍点，筆者）とする見解にふれた部分がある。小さな叙述なが
ら，このなかには貸借対照表アプローチについてのドイツ流の表現が含まれ
ていることを注目して置きたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　わが国においては，アメリカの簿記理論の生成発展の歴史が，久野光朗教
授によって，詳しくとりあげられたが，その『アメリカ簿記史』，1985年．
のなかの多面的な諸検討のなかには，簿記のしくみの解明法の態度を通して
それぞれの理論の性格を把握する方法が考察のひとつとしてなされているこ
とを認識することができる。
　その発展の過程について，取りつきに用いられた帳表の面から，古い2つ
についてはリトルトンと同じく，
　　1．仕訳帳アプローチ
　　2．元帳アプローチ
と順序づけられているが，つづいて
　　3．財務諸表アプローチ
が第3の位置におかれている（53）。
　損益計算書を含めた財務諸表を軸としての解明の態度が第3のアプローチ
とされているのである。貸借対照表に限定されずに，アプローチの取り付き面
が拡げられていることに着目されなければならない。簿記理論の体系化の窓
口として財務諸表が位置づけられていることの根底には，近代会計の理論の
成立と財務諸表の連関についての見解があり，広い展開を指し示されている
ことがうかがわれる。
（22）　cf．A．C．Littleton，op．cit．，p．101
（23〉cf．ibld．，P．165
（24）（25）1bld．，P．365
　　片野一郎訳，前掲書，495頁
（26）1bid．，P．368
　　片野一郎訳，前掲書，498頁
（27）　A。C．Littleton，”A　Cost　Approach　to　Elementary　Bookkeepmg”，丁肋ノ406㎝班粥g
　1～ε惚働March1934，p。33
（28）渡辺和夫，前掲書，193－198頁に詳しい紹介がある。
（29）（30）　リトルトンの論文を集大成した『E33妙3伽み06伽寵伽砂』，1961。での当該論
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